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衆議院経済産業委員会ニュース 

平成 26.4.11 第 186 回国会第９号 

 

4 月 11 日（金）、第９回の委員会が開かれました。 

 

１ 原子力損害賠償支援機構法の一部を改正する法律案（内閣提出第 37 号） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

（参考人）京都大学原子炉実験所教授           山 名   元君 

     関西大学特任教授 

     京都大学名誉教授               大 西 有 三君 

     東京大学公共政策大学院非常勤講師       諸 葛 宗 男君 

     大阪市立大学大学院経営学研究科教授      除 本 理 史君 

・茂木国務大臣（経済産業大臣・原子力損害賠償支援機構担当）及び政府参考人に対し質疑を行いました。 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

（参考人に対する質疑） 

菅 家 一 郎君（自民） 

・廃炉に向けて山名参考人は「技術戦略・技術判断」「現

場オペレーション」「技術開発」の連携が必要としてい

るが、３者のマネジメントはどのように実施すべきか。 

・国が実施する遮水壁整備と大西参考人の研究の関係性

及び凍土方式による遮水壁の有効性に関する大西参考

人の所見について伺いたい。 

 

國 重   徹君（公明） 

・廃炉及び汚染水対策についての主な問題点及び解決策

はどのようなものになるのか、山名参考人、大西参考

人及び諸葛参考人の認識を伺いたい。 

・原子力損害賠償支援機構ではどのような人材をどの程

度必要とし、その確保のためどのような方法があるの

か、大西参考人及び諸葛参考人の見解を伺いたい。 

 

岸 本 周 平君（民主） 

・原子力損害賠償支援機構における技術者及びマネジメ

ント人材の採用・確保の方策について山名参考人、大

西参考人及び諸葛参考人の見解を伺いたい。 

・原子力損害賠償支援機構法による賠償スキームに対す

る評価及び現状より適したスキームの有無について除

本参考人の見解を伺いたい。 

 

丸 山 穂 高君（維新） 

・試験研究用原子炉の運営において原子力人材の交流及

び育成ができているか、また、どのようにすれば研究 

 

の促進が実現できるのかについて山名参考人の見解を

伺いたい。 

・望ましい原子力損害賠償の在り方について除本参考人

の見解を伺いたい。 

 

三 谷 英 弘君（みんな） 

・国際廃炉研究開発機構、原子力損害賠償支援機構、東

京電力といった機関が増えることにより、専門家が分

散してしまう懸念について諸葛参考人はどのように考

えているか。 

・汚染水の流出はいつ頃止められると想定されるのか、

また、トリチウムの分離や放出は将来的に可能になる

のかという点について大西参考人の見解を伺いたい。 

 

小 池 政 就君（結い） 

・英原子力廃止措置公社（ＮＤＡ）の日本版を創設する

場合、分散している専門家はどのように集まるのかと

いう点についての諸葛参考人の見解を伺いたい。 

・チェルノブイリ原発では建屋の処理方法が決まってい

ないが、福島第一原発の建屋の処理について山名参考

人はどのように考えるのか。 

 

塩 川 鉄 也君（共産） 

・被害者の立場に立った賠償を進める上での具体的な方

向性について、除本参考人はどのように考えるか。 

・トリチウム除去技術に関して国際廃炉研究開発機構に

寄せられた提案の内容、可能性及び課題を山名参考人

はどのように考えるか。 



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 
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（政府に対する質疑）

細 野 豪 志君（民主） 

・廃炉作業を中心的に進めていく主体はどの組織が担う

ことになるのか。 

・原子力損害賠償支援機構が将来的に廃炉業務を国際展

開していく可能性があるのかについて茂木国務大臣の

見解を伺いたい。 

・福島第一原発の作業員の労働条件を改善するため、労

働基準監督署をいわき市ではなく、Ｊヴィレッジに設

置する必要があるのではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今 井 雅 人君（維新） 

・閣議決定された新たな「エネルギー基本計画」の原案

段階で記載されていた福島第一原発事故への反省につ

いての記述が冒頭から削除されたのはなぜか。 

・経済産業省が試算した原発停止による燃料費増加額は

福島第一原発の稼働等を見込んだものとなっており、

エネルギー政策の議論に使う数字として不適切ではな

いか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


